
導爆線起爆による爆薬のガス安全度について

(BI脚 28年 6月ユ6rl受理)

昔 m 正･赤 羽 周 作

(Zli顎故祐拭鹸妨)

1 ま え が き

昭和25年中等1上I)典礼発鼓枚淡の即粗淡坑内におけ

る実施が野望言れ 缶は,技術Et晩酌としては.その安

全度についての研究が.日日*J26年.昭和27年腔におい
て.本所.九州支所.北海道支伊子の協r司研究として行

7つれたが.そのTFl木grで行われた5g雌呪及び将は他
はlこ上ろiZi盛のガス混生蛭及びこiLと平行に行われた

は枯野Blについて述べろ｡

lI 専用線のガス安全度について

野爆税のガス公金酸については外凧 こその榔 l.はRJ

られない.悉らくFfl粗衣lJLnの所{･は使用されたこと
はない軸である｡

昭和25年岡安grの煤発拭親杭主己で行われた刊伯英検

からの将勝 則 穀の-米当l)の盗丑,誠現構造が,〟

ス引火の爪柑 双とならと云 うことは一応考えられて

栄たが,本所としてはこのために光つ 1米当I)約9g

と称するEl本カ-リッL･P即 g爆娘yLlr･H科として.除

土ケ芥舛験所の煤発拭故雌 ∂)(9･･152m)と小型仕
舞試類推(9-58cm.a-90LLTTI)の=肺 の比較糾月如こ

よる方法をとった｡

Xの配断 法としては.(1)i庄紙 払 (2)檻税二

枚鉄板rilP右効柴.(3)や50mm鉄管拭盤,(1)特殊定

紘 (U艶)について行った.

この離 別せるノタンK入tも 成分としては炎 1の

如きもので,千]t3細 大多なの米然ガスであろ｡この成
分小水淋 て多少多い様に息l.わil.耗梓のメタンKスと

は多少州別するかとも考x.ら1しろ｡これにつしては譜

に将来晩附し廉いと考えているB
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供黙許舶 逆立は只鰍 封潔取の都度3mに1回

24

程的SOcmrlりその弧 (一全邦丑一外･3拡喝穎)を

imAllしたが平準)87gr/mで放火97gr/m,方と少82gr/m

であった｡拐劫は図 ユに示す｡

胃管は枚

-日 ([･ト 怒合格の6

沖 r (.'L' 硯 現駅 苧

三､ ナ ( lrJ を使用 し,

L"Yll 符腿執 二相
p4トJ I1rい

.L も ′川, 付筏外部改
印 1リ̀､ び底部を'/

図 1 脊柱繰PFiZi固 クックテー

プをもって捲いてru3''fliqのカスの引火の影響なさ矧 こし

た .

I-7卑肋 の頚操配線の場合

村松tglの虻扱配櫨の和合については因誠2に見ろが

如 く小柳 24肺 ,作土ケ谷爆発試験ljdGにおいて

平行的に行った.

(且) 小型爆発5t鵬 のや584:爪,布き90L'rrLの場合に

ついてはiEl鴨配機で2本束の勘合でも引火せずH鎖

韓の艶iZIIに近11けても引火しな い｡契散村燃根の伏

用は1本であるが安全腔の投資を玖村するために2

九 3本31ミわて突崩 したものである｡こjLは以下の

契故でも何様である｡

(b) 僻 tJ顔坑道の岐部に沿って拒鞍23cmに平'rf

に2本-3こ3rnの機合においても引火牢は0/)であった
これらは点さは大した影菅を777め=-ないと考えら

nlJp

(C) 2態浜坂rul肺に転校配韻する均合
そのrijl,'茨小̀を15cm.10cm,5cm と安x.てそのrul
に配棋すると2本刺.31BjL王の棚倉は引火している

が, 1本では何れの場合も引火 しない｡この条板の
寸腔は.FE]20cl11,兵iL60cmであるが,rrJな変吏 し

たhL合の引火革に対すろ彪葵については行わなかつ

7こ○

(.i) 越栄次じん棚の影切については-3JJの洪 L:ん糊

間に7F行に正操配蛇をして,技芸3m,1mと,1本,

2木刀王の税合について1'j=つたものであるが,2本刃i

の籾合は引火し.11その長さは大した彰勧 ;且られ
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l-LlTLい,この均/.言は#i:ん荏田um とlr

に坑泣壁が旅するものと考えられろ｡抗法皇のみが生野r

g千をなさねことは(b)においても研ちかである｡

出払邪 TLニおい'Cは.洪t=ん横のPi6暇 の疑惑繋 .

J=計ってガス柵 て爽われ1米のqE合には見られ1..I
いカ.こiuこより弓L火の笠Aを粥昇すろことは軸椎

でiI･-J.(tt)+507nm裁rlR勃

発畝孔を想定して=tLl鉄板の和命とのEl邦を溌めん

としたが.これらの顎含 (】-2lh災)についてはりれも不引

火であり(f)は九州支qrrは罪拭親杭滋の伽S

lftiの朕管に上L)て行われた兆放榔邦l)であるが.横柄的には同様であ

I).円†FIllから川ろ瑚ihi位とな

るものでこの糊合も伺軌こ引火しなかつたと.P.われ,小g狩

!萌の嘩令,泊扶憩(VorteJHlng)を吹き上げ

ろ｡1-2 帝玖組 の半合 (U型庶政について)(A) 小廻扶心酔1.に
おいて50cln.1･Tlの村松投を】SctTlの耽詔

をとb中心に繋fTlされたものであるカ:.長さでは大益は包めら卓Lln L.LlilLIIl心におい

て奄燃した租合においてはその引火串は'/Jとなb15t.mのrlTI
稲において平行に起爆さJLた齢 について不引火であろことは

,牒蛤写爪において見られろqL･LZはIのi在廷根｣･l=淡7

7iLろ叩光称･'.'が日宇泣.生成Kスのg沖,F'!.となることが引火四･Tであることが推

25 がさi

Lろ｡しかし,(b)伊菜拭故窮〕道中の只触 =不引火
を示すことは本町だ現の姐 被3ZE=おいては,前述の

姓や.軸 :主事田子で
もろが,その坑道箆が彰iFすることを･,uT;し,唱和に.おけろ砿手渡反射,鰍 棚 子オ:友推

されF,Eいて屯る朔 により引火-押しナナめられろも

のと子年工2する｡皿 gl放線廷iIのせ葉の

安全度fg放牧柱脚に上る雌繋安全度について北潜在支那拭轍

泣及び新税rr～群数坑道つにおいて特約 Tイ累のものについ

て行われたy;敬があるが,本折作土ケ祁y!牧qr拭+jt坑凸l)において

は攻敬二おいてfTTわれろ1うl拙I)3非と望う.ilか
らこれを益坤として,珊ダイを旺用して懲IiIJtJ軌 こ上L)令垣

嫌件における安全按tA4k･･行った｡位m煤実は旭化成苛通硝

1イ32mm(‖25gr).及び25mm(7Sgr)

にtal&カーyQト頚.P打切堤根 (公手芸9gr/m)を75-

Ⅰ∝bm岨Ir)し.-雀に詔管を附し,その外苛をブタクタチーフに

て巻き.iiiI胡と同様の天然Hスr7]にIilとし

てIll心惣吊で7T3た｡場所は自由Cil臆よ



105 r-燕 火 錯 也 会 誌 節 14を 約 2F,

のフ当度については 1'8〉nla1.7.-A＼＼oo｡hen-1托1)に上 Ⅶ7

って研究 されT=机 攻/<の･7縛 に放ては肘 イの埠拾 IIAt暮.tW

松焔和 からガス光矧 >L欄 は校の兆rTJJrE,,]とrEl角に 叫 …""T+".=
的確に見られる｡しかしこれはgr漁か-リ･/トの如き -- 〃77T
場合t三多少鵜る｡これi淵 発遜乱 反応7班 ･尤印度 "瓜 か Iq

等の各々の触発特性にII)て絹娘する もの と考恭す
ろ｡

杓ダイのFJ甘塩鰍 こよるhyr,写Dtとは明らかに兵な
る｡その鵜blL._/,ll:め十と図3の如くなる｡

AlI-1 tTと○ 【pT-I

･ ･､ ニ ー .

蘭 禰
固

l!

凶 l

ろ伝ば方向Bは光
柿間か ら見られ
る｡

ifに頗5の如

き砂｣一にCZいた

3mm鉄板共駿 を

fTう機会そのyJJ内

に対するiEJ家出は

拭っていろ｡これ

は宵管起爆の均 分
との比較には が.A

の洗数等も背旗す
べきものと考人ら

才L,-広野ITl相の

横合の執仙北蚊に

tl.める｡25m111郁J

r訂ti 叩

＼}.･･､ ●~> ●-

図 5 6

燐方向に祁R方向と平行方向につしては談の如 くf=

る｡(符丁泡 腿の銑転試軌 こついてはJSRIZleharてBr

の鉄LL撒 拭執りがあるがこれは別に巧x.庇い｡)
苅王 田

(完llth'晋)5(｡nl) 10 】ぎ 20 25 糊

瀦･rlJJIL･･1 10980 1100 109' 10923106010880
3 水可､カF.',1 】227 】21612551275 1265125.i

新株についてはEgLlの如 7FT鮮血nS I_72 123512251215 122 1233

くカスの涜ILが5r.1な()その 之をBUJ;すれば図6の如くなるが.この角皮は紙

中rDl部に光跡休 (tu )が鬼 を正目 砂の醍さを一定にす7Jことが必瀕{･ある｡
られるが, これは Perr｡t hLlの跳月lから見て硝ダイにつしては開放状態では

良GI,Lmhrop氏L)のSIT,う営 その伝蛸XLul性が考こられ.和動方rJElに盗泉がある｡

腔に上る切合の br叩 tCSt A-2 昏替起爆の場合と串山林怒hlの
式に茄包E!;)i,臥 .た機会に 蛾合の安全度比SZ

その*問部にLtl来ろ光野鮮 国東7 において中心懲fJIJで.32-Yt,1,25-XTo

に現似する｡町頒虐矧 こよ 6,32-hlo2,32-六03を見ろ初台石野遠位Fこ花実な

E6i十拝もth-唄I14抑r-Ltl柏 凸0固 l引LA牢㌔㍉ 畑 引●一 亀 甲7日仙爾 いIl'る 80巨妻 Ti川 券

iluLtさ●〟-〝▲Zi:千:0匡 ㌔硝 El■ltP)I0巨壷
ys一点T4▲■j}-PJ?j翠 0匡 ㍉';

る ■■●LP一Y811L蛾 Tl5秒OE毒 ㍉姓 ,0 [壷 a/i

ヽLIL.I.一h鶏ケ(qT4外) hz {tJZ.rJI.エ野 ト ㌔■屯
Z～LLIlr

tI 書十J上t.JP)IJjLq rイーーQEg ンrレ.ち㍉ 屯e{
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る引火を7l.･也し.将煉税塩幌の勘合はJか火に時TLr伽 の
iBSれを生すろ切に.uほっiL,これについては1!に級別す
るIT･定でもろが,25-1Tio15.25-IL.b 16.からIt較
針に火奈風 土謁い柚に考えらから.

(-3 本項;呑加されたせ合

32一.T(05,25-:I.109は木板緒hlの小心態品であろ

が,これは木材稚加をrLh J卦合の32-.N'02.321

:(03に此しては 皮は低く,32-y'07は珊 位

であろが,同様に)/:を示していろ｡これは木坂にしろ

櫛 板にし7]i上初期の跳 .二は,ei撃弘 生成ガスに

方向性を与えろものと巧x_らll,と磁 藍の′トなる掛合

とrl句陣に如く性に考えろ｡悠払tjdに上ちとHス光坪

の仔する小には木板の捗劫は約んと詠めらiLなし｡

1-4 叫沸邦も笹のJt甘
32mmと25mrnのm ダイにはl)'C行われたrfl心態

掛 二おいては,32-h'02.:<03.25-X'014(こiL
はP/)であるが.L妃木板1惑加の牧分かL･,考x.Q/4と稚(if
L柑ろが)25mmのものの方が'JtLlk雌はm)I.㌔
光に地べたJJdT.u牡は考x_rlyれても.木坑道径の租介

は2SrrLmでは'11心からでは影変性が少f=いものと考え
ろ｡耳に別姓の木城添加.32-yb 5.25-Xlogにお

いても靴 筏の良は誹れていちと考える｡

正一5t■苅L抑こ10cmのriq鰍をとる34令

32-N08は好tilmに10cmのI川純なとつたものでみ

ちが.和〆イの秒缶にきれ.てほ.櫛比守田から考.i

て,そOrH)1点におけろ執D.1ま少しものと推元:し,迎茨
塔形 才の租倉上L)安全JiEはか ･.
北脱 文新野 におい'Cは20L.mのm踊をとJ)輔的

dイに上る他 姓Fi触 て見r5'九も｡
1-6 4裂効果について

32一.T<06は曲折鉄板について札羽激射 こついて行

1}ttたが,Pi杓の流汝のためと考えられろが.引火雫

には二軒しい並只が見川されで.臓 鵬 は坑三五蟹'_,捕
めるので.TV拭続行によL)yfに併究しはい｡

正一7位仏の方向性と杭aJt蝕果,

淡じん朝地果

25｢.hTo ll.ゝ o】2,hh L3.1nZjは坑道史に対

すろFEqLに11しての彩管が作することを元ナもので,

rトむにrT'l]つて廿れろ杜列火はLlj:くなる｡Erlこ25-

h'09と25-Ntl10との比疎は.同軸に朗L:ん鰍 こ

坑泣盟劫火を加味 された引火串を77:.ナものである｡
32-Xo2,32-:(03は多士L:ん軌の盟がヲ壬われると

考-Lらlt.ろがこの均分932lnlltの娼tlでは明践な諾至上■丘

は且LDれtiい｡

t-.8 7水天qtの撤兵

水先inについてはノ､ZTV共助が北手鑑氾女郎･)において

行わiLた｡25-.No13は :/eの引火叫を′J7PL'十人■tであ

るが.これJ_/クイ-/ ナン桃仁2日筏45mm)の小二水先

.Slをして屯牒すると.引火畔は4/)であり相等の'̂'Ix
虎を示した｡これは水が醗rill月経となl),関学渡は水
洗のこネ ･̂ギーとf=ろものと考えられる.は発 ガス丸

印は水先gELなし齢 Sifh]においてTTl光坪を顎するか

この社会は坑迫各署までの雌 20cmにおいても111光野

は見られf=い｡桜払写爪で見ろと煤茄の民俗,I叶え,よく

は殆んど動かず.〝スの尤印もJLられ小 .｡

鼠8(王将促頓の畑逆上t)吉相Tして約01.TLIIHLSeC.め

iEuLを附して光減数g;を松男させた瑚令の水先講のだ

宅の担発的TL,であるがその7;くのhfの牌引こ1-Jくら宰談は

ll.JV.H ･･ r1 -.I
1●

, 評 ･･ ･

Egl8.25mm冊Fイ水先IIl
大{･あL),上部のほ罪状況は水の暦が下部上I)細 く

Ll,光淵は瀕の-)JElll他が上矧 こ及ぼTLいので7llbれむ

かつ九二0

これらにつしてはREに研究をしほい.

rl J給 体

Jil上店請的なIR恥 .らは-Xの如く榔 する｡
(･1) 将鵬 は井の茄宜,被BZがガス引火の啓発を

なす坑 供鞘 は悦(P削 樹皮のものは, 1寒でEl枚

の機合は相当 ガス公告LEZは掛 ･｡そして1.本の切合の

琴丘の.{タグ+はtfI)問題にならで｡

2本召E.3米頚!においては又 1本でも特施 輸l二お

いては引火する｡町 了の醗件として発破札的に永末折

をな11ため.iJ)公告でもE),rrl岨災坑内に(屯州Ii可

虻てあろ｡

(=) 等腿扱屯棚に上ろ鯉茄の淀空理
(a) これらは箆L52Tnの坑道rL～の中心鮒 拭取てあ
るが,約ダイでは･l】心girI'Jの場合.tTtm 爆lこ比 し

て安全姓は此伐的77)い｡

(b) -Xの梯合rJひ斤は後称 こ比してか金蛇は朴 .｡

ユ 中心掛 fJのものは,木板7番加のものよLJ

2 rll,LlkSFl'Jでは,23mmは32mm上t)

3億鉱列間11こ仰榊 l(kmをとるものは,巡晩曝aG

包のものより



108 工 ヰ 火 茄 協 会 tt 節 1･l宙 卯 23l
j 弘也25mmでは.小Lt私的は邑曝pJ)-向性を粁｢ (1) 雌 l(作 手斗牧の斉発 (兼児11)Ll26-1多
'-Jfl'L畑 峨 じん軌 こ妃-Tけた叫合より m.fA肌 dLq
mL32m-nではそのitじん伊の勃1柑三明指でfjい (2) 北iBLdRBHI LlR26 改.Lt.L'..'河

(り 水光典三相出のJ<淫蚊I_,書け る. (3) tll深 エ33大玉払会社 肌13を :(02(1952)

(d) 巨塔方向性1こついては,JX脚 .称 息に pl13

二つて等蓋 しT=｡ (Li)l〉暮yrZtAnZ),W00 dheAd l'toc Roy. SJぐ
以上71戟染J_,79て棚 独 仏の康男の安全箆及びそ (Londot))VolA163 1937pS73--5兜
の輯又.二つLての好一を知りrlた｡ (S) 1'trrO一& GAWLhrop JFrLnlllnhstlll'le

U )にこLLらの職 にglJt耶lulf_,柑た,紫朗 蛋 VO】203,】927p387-JOG

急設良の虫Elの缶Lm=;事倍をJrT'ろ. (6) JtJhzIS RlnebaTt I Applled Phv･.l'̀

文 BE S叩一.1951p.1178.

殉燦 に関す る研 究 IV.

限界殉爆点に於ける衝動波の速度

(昭和28ギ6月16【l安和)

/gi 藤 秀 治

(■?矢大草工学雷)

1 経 書

T.姐コ二束は男の村数鼓の迎推fL淡めE!に軌任せられ
た軒=満山の舶 t_{封起した.

2 実騒まま並にXの拝具

1) 茄抄丑の巡壁

爪式71秒_r:式次農に放て珊 班が茄湖上I)軸方向に

･E%棚 に田並する塩のZFL土L迎蝿を r-トy,/シユ出三並
にブタ.1ン腎十ツシロスヨーフにより求めた.

邦のttAiを月1,回1.2に方.す｡
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